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共通教育「生活 と生活空間の科学」を
担当 して
現在の共通教育制度が開始されて以来 「都市と建築の環
境」を担当してきた。ここでは、建築の専門分野以外の学
生にも建築や都市空間を理解 し、関心を持ってもらうこと
を目的に行ってきた。建築や都市計画の専門家だけで住み
よい街ができるわけではなく、一般の人々が建築や都市空
間に対して理解と関心があれば、より安全で美しく、住み
よい街ができるはずであり、そのような社会の形成に少し
でもこの授業が役立てれば、と考えて続けている。これま
で、学生の反応を見ながら、単に机上の理論に終わらず、
また一方的な授業にならないように授業方法や内容も年度
ことに見直し、現実の世界の出来事を授業に取り入れたり
しながら、現実に即 した授業を行うように努めている。最
近世間を騒がせている建築関係の不祥事や事故も、一般の
人々の理解や関心のレベルが高ければ、ある程度は減少す
るものと思われる。
授業の概要:
都市空間と建築空間の環境について、松下聡、吉田伸治、
高嶋猛の3名の教員で授業を担当している。授業内容は、
松下が 「環境と人間行動」に関する初歩的な分野を扱って
いる。日常及び非常時に建築空間で見られる人間の行動特
性と建築空間との関係や、大規模建築の群集流動などに関
して、心理学的な要因も含めて、現実の建物の実例を示し
ながら演習を交えて解説している。
吉田が 「地球環境問題」として、建築と都市を取り巻く
地球において現在生 じている多様な環境問題とこれを緩和
するための考え方に関する分野を扱っている。自然環境
(風土)と建築 ・都市のかかわり、暑さ寒さに対する人間の
生理的 ・心理的な反応、室内空気汚染建材から発生するホ
ルムアルデヒ ドや化学物質の影響とその対策等、都市の温
暖化、都市のヒー トアイラン ド現象とその防止対策などに
ついて演習を交えて解説している。
高嶋が 「住宅と環境」を中心に、人間にとって衣食住の
基本となる住宅において、建築的観点から基本的な分野を
扱っている。現代日本の建築が置かれている状況に密接な
関係を持つ近代日本の変化、近代から現代への住環境の変
化、日本の伝統的建築とその考え方、サステイナブル ・デ
ザインなどについて演習を交えて解説している。
授業の進め方:
建築を専門としない学生が多数受講するので、できるだ
け興味を持たせることを考えている。授業では、パソコン
と液晶プロジェクターを用いて視覚的に理解させるような
工夫を行っているが、時々、全くノー トも筆記用具も机の
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上に出さない学生を見かける。最近は黒板に板書きをした
り、演習課題を出して授業時間中に提出させたりして、学
生が何もしないで聞いているか、あるいは居眠りしていら
れるような暇な授業にならないような工夫を試みている。
演習課題の1例として、ニューヨークのワール ドトレー ド
センターのテロ事件や様々な建物の火災などの例を取り挙
げて、火災時の避難行動について説明し、授業を行ってい
る総合研究棟2階で火災が発生したらどうするか、空間の
イメージと避難経路を描かせている。このような課題を毎
回出して時間内に提出させている。配布 した課題用紙を2
枚以上取って自分以外の他人の名前を書いて提出しようと
する学生が毎年見られ、見つけた場合は即刻成績を不合格
としている。やる気が無いと見られる学生が混 じっている
一方で、毎年、社会人の受講も見かける。学生よりもこの
ような学外の人の方が熱心に授業に参力口しているように見
える。
成績の判定:
3名の教員がそれぞれ演習課題、レポー トなどの成績の
合計を総合 して成績を出している。この授業を開始した当
初は、専門分野以外の学生を対象としているので、比較的
甘く成績をつけていた。しかし、不正行為を行う学生など
を見るにつけて、この数年は方針を変え、できの悪いレポ
ー トや演習には容赦なく不合格点をつけている。大学の教
育 ・研究、世の中は甘いものではないことを教えるのも教
育の一環と考えている。
